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この雑誌は、校内研究の報告書ではありません。
完成された実践例でも、正解を示すマニュアルでもありません。

日々の中で、ふと立ち止まり、
問いや気付きや願いをすくいとった、
いくつもの断片です。

こどもとの出来事。
授業のあとに残った問い。
語り合った時間や、振り返りの途中で見えてきたこと。

それらを“報告”として整えるのではなく、
一人ひとりの手ざわりのまま、そっと並べていきたいです。

この一冊が、ふと立ち止まるきっかけになったり、
2学期のどこかで読み返したくなったり、
そんなふうに、そばに置いてもらえたら嬉しいです。

はじめに
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今年度の校内研究は、一枚の招待状から始まりました。
この紙には私たちが大切にしたいことが綴られています。

まだテーマはありません。完成された計画もありません。
今年の探Qは、私たち自身がつくっていくところから始まりま
す。
「FROM ME TO WE」
一人ひとりを出発点としながらもゆるやかにつながり合う
そんな思いで名付けました。
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FAST, ALONE
FAR, TOGETHER
早く行きたければ、一人で行け。
遠くに行きたければ、みんなで行け。

こどもたちの学びはもちろんですが、それ以上に、私たち教
員が研究を通して対話し、つながり合うことが大切だと考え
ています。
「どんな学校にしたいか」「どんな職員室にしたいか」
きっと、これらは鏡にように響き合う問いなのではないでし
ょうか。
忙しさの中にも、ふと立ち止まり、「どんな学校にしたいの
だろう」「どんな学びをつくりたいだろう」と一緒に言葉を
紡いでいきましょう。

正解を探すのではなく、問いを見つけ、願いを編み、学びを
耕していく
---そんな時間をご一緒できたら嬉しいです。
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探Qが立ち上がる風景
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ことばを差し出し、重ねる　その瞬間に意味が芽吹く。
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誰かのことばとことばが重なった瞬間、
まだ名前のない共通の感覚が生まれる。

学年ごとに書き出された“ことば”を模造紙に並べ、意味を探すように囲
んだ時間。
似た言葉が重なったとき、「今、私たちにとって大事なこと」が静かに
立ち上がってきました。
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明日の登校を楽しみにするこどもあふれる学校

明日の教育活動を心待ちにする教職員あふれる学校

GRAND DESIGN 

おおた教育ビジョン
「笑顔とあたたかさあふれる未来」

教育目標
○明るく元気な子
◎よく考える子
○ねばり強い子
○心のゆたかな子

学校スローガン
挑戦し続けよう！
成長し続けよう！

失敗なんて存在しない！

目標

省察 アプローチ
観察



　本校は、ビジョンの基本方針２「誰一人取り残さず、こどもの可能性を最大限に引き出しま
す」の中でも、個別目標４「学校力・教師力を向上させます」に関連が深いです。
　教師が学校経営方針の具体化に向けた、「観察し」「目標を立て」「実践をして」「振り返
る」を繰り返すプロセスは、こどもたちの学びの在り方と重なります。今後もビジョンの趣旨
を踏まえ、こどもたちとともに学校づくりを続けていきます。

10

おおた教育ビジョン　概要版

おおた教育ビジョンとの関わり

おおた教育ビジョンの基本理念「笑顔とあたたかさあふれる未来」
“これからの未来を生きるこどもたちは、今からは予想だにしない社会の変化にも対峙していく こ
とになります。そのような予測困難な時代においても、笑顔やあたたかさを実感できる社会 の担い
手になることをめざし、未来を創り出す力をはぐくむという思いを込めています。”



　４月８日、第二回のショート探Q。テーマは「探Qのタネを見
付けよう」
　前回つくった「学校経営方針の読み解き」や「自分自身から
立ち上がる疑問や関心」を手がかりに、自分自身の思いを描き
出しました。

　理想を思い描くのは、完成された正解を描くためではなく、
いまの自分の実感や願いと素直に向き合うためです。
　あらかじめ決まった手本をなぞるのではなく、「こんなふう
にしてみたい」「このこどもたちと、こんなことができそ
う！」という思いを自分の言葉とまなざしで形にしていく。
　そのプロセスそのものが、探Qの一歩です。
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探Qのタネはすでにわたしたちの手に
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探Qのタネはすでにわたしたちの手に
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探Qのタネはすでにわたしたちの手に

13



探Qのタネはすでにわたしたちの手に
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授業公開が始まり
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対話を重ねる

個人で描き、共有し、また描き直す---

やりとりを重ねるうちに、迷いがほぐれ、イメージが広がって
いきます。
「こどもや授業についてじっくり話す時間そのものが楽し
い。」---そんな声も聞かれました。

私たちの毎日に足りないのは、対話なのではないでしょうか。
今回の対話は完成品ではなく、地図の１ページ。
ここから先は、それぞれの教室で試し、ともに振り返り、編み
直しながらみんなで育てていきます。
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小さな工夫や一歩は授業の中で静かに芽吹きます。

このページに残したのは、その芽の記録です。
うまくいったことも、まだ形にならない思いも、
2学期にまた持ち寄って、
次の景色を一緒に見に行きましょう。
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